
薬剤 用量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

アセトアミノフェン* 500mg ●

アプレピタント125mg 1カプセル ●

アプレピタント80mg 1カプセル ● ●

滴下順 薬剤 用量 ルート 投与時間 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

パロノセトロン 0.75mg/50mL

デキサメサゾン 6.6mg

d-クロルフェニラミン 5mg

2 5%ブドウ糖 100mL メイン 15分 ●

ダトポタマブ　デルクステカン** 6mg /kg 

注射用水 溶解時必要量

5%ブドウ糖 100mL

4 5%ブドウ糖 100mL メイン 15分 ●

*前投薬のアセトアミノフェン内服は初回は必須とし、2回目以降の投与は主治医の判断とする。

**初回投与の忍容性が良好であれば、2回目以降の投与時間は30分間まで短縮できる。

　 点滴バッグは遮光して、調製から4時間以内に投与終了すること。

   生食と同一ラインでの同時投与は行わないこと。

   口内炎の予防・軽減のため、本剤投与中にクライオセラピー（氷片等による口腔冷却）を考慮すること。

　 角膜障害予防のため、防腐剤を含まない人工涙液（一般用医薬品：ソフトサンティア、なみだロートファイブなど）を毎日複数回（1日6回程度）使用すること。
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